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野
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ぱ
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主
役
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備　考
ｐＨ　水素イオン濃度のことで、中性が７。７より小さいほど酸性が強く、大きいほ

ど（１４まで）アルカリ性が強い。
ＢＯＤ　生物化学的酸素要求量のことで、水中の有機物が微生物によって一定時間内

に分解されるときに必要な酸素量。数値が高いほど汚濁がひどい。

２００２年度河川調査結果〈２００２年度平均値〉（表１）

は
中
が
空
洞
で
ス
ト
ロ
ー
の
代
用
に

な
る
が
、
ヒ
メ
の
茎
は
中
が
詰
ま
っ

て
い
る
。

　

も
う
一
つ
は
、
花
期
が
ひ
と
つ
き

程
ず
れ
る
こ
と
だ
。
四
月
の
末
頃
か

ら
五
月
に
か
け
、
ひ
と
き
わ
美
し
く

咲
き
競
う
の
が
ハ
ル
ジ
オ
ン
。

　

白
花
だ
け
で
は
な
く
、
ピ
ン
ク
色

の
可
憐
な
花
も
よ
く
見
か
け
る
。

　

同
じ
場
所
に
、
５
月
の
末
頃
か
ら

は
、
端
正
で
シ
ャ
キ
ッ
と
し
た
姿
で

白
か
薄
紫
の
ヒ
メ
ジ
ョ
オ
ン
が
咲
き

始
め
、
六
月
に
は
、
こ
の
花
一
色
と

な
る
。
花
期
は
長
く
、
だ
ら
だ
ら
と

秋
ま
で
見
ら
れ
る
。

　

ヒ
メ
ジ
ョ
オ
ン
は
明
治
時
代
に
、

ハ
ル
ジ
オ
ン
は
大
正
時
代
に
共
に
北

ア
メ
リ
カ
か
ら
渡
来
し
て
き
た
。
こ

れ
ら
は
、
人
と
行
動
を
共
に
し
、
旺

盛
な
繁
殖
力
も
手
伝
っ
て
、
全
国
に

広
く
分
布
し
て
い
て
、
鉄
道
草
と
も

言
わ
れ
て
い
る
。
ひ
っ
そ
り
生
き

る
、
と
正
反
対
の
生
き
方
を
し
て
い

る
代
表
種
で
も
あ
る
。

　

今
年
も
早
、
谷
戸
で
は
ゲ
ン
ジ
ボ

タ
ル
が
舞
う
季
節
と
な
っ
た
。

ひひ
っっ
そ
り
生
き
る
町
田
の
自
然

そ
り
生
き
る
町
田
の
自
然

（
そ
の　

）　

ヒ
メ
ジ
ョ
オ
ン

２５２

　

鶴
見
川
の
総
合
的
な
洪
水
対
策
の
一

つ
と
し
て
、
川
崎
市
と
町
田
市
に
ま
た

が
る
恩
廻
公
園
の
地
下
を
利
用
し
た
ト

ン
ネ
ル
式
の
調
節
池
が
完
成
し
、
記
念

式
典
と
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

鶴
見
川
は
、
現
在
１
時
間
に　

ミ
リ

５０

の
雨
が
降
っ
て
も
大
丈
夫
な
よ
う
に
整

備
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
よ
り
安
全
な
川

ま
た
は
、
東
急
田
園
都
市
線
「
市
が

尾
」
駅
北
口
９
番
乗
り
場
よ
り
、
柿　
２３

系
統
、
柿
生
駅
北
口
行
き
の
バ
ス
で

「
東
京
服
飾
造
形
短
大
入
口
」
下
車

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。
バ
ス
等
公

共
交
通
機
関
で
お
い
で
下
さ
い
。

□問
 

神
奈
川
県
川
崎
治
水
事
務
所
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０
４

４
・
９
３
２
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２
１
１

亀井橋前�

麻生台団地入口�

東京服飾造形�
短大入口�
（最寄りバス停）�

至柿生�

至
市
が
尾�

恩廻公園�
調節池�

恩廻公園�

東京服飾造形短期大学�
（旧田中千代学園短期大学）�

会場�

下麻生�

　

市
で
は
、
毎
年
河
川
調
査
及
び
道
路

交
差
点
等
に
お
け
る
大
気
質
調
査
を
行

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
ど
、
２
０
０
２

年
度
の
調
査
結
果
が
ま
と
ま
り
ま
し
た

の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

市
内
に
あ
る
三
河
川
（
境
川
、
鶴
見

川
、
恩
田
川
）
の
水
質
調
査
を
、
年
４

回
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
工
場
や
家
庭
か
ら
の

排
水
等
に
よ
る
河
川
の
汚
濁
状
況
を
把

握
し
、
基
礎
資
料
と
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

　

２
０
０
２
年
度
は
、　

年
４
月
、
７

'０２

月
、　

月
、　

年
１
月
に
実
施
し
ま
し

１０

'０３

た
。

　

ｐ
Ｈ
に
つ
い
て
は
、
境
川
、
鶴
見
川

と
も
に
全
て
の
地
点
で
環
境
基
準
値
の

範
囲
内
で
し
た
。
恩
田
川
で
は
、
１
地

点
で
環
境
基
準
を
超
え
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
排
水
に
よ
る
影
響
で
は
な
く
、

水
中
の
緑
藻
類
の
光
合
成
に
よ
る
炭
酸

同
化
作
用
の
影
響
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

Ｂ
Ｏ
Ｄ
に
つ
い
て
は
、
環
境
基
準
値

を
超
え
た
地
点
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
流
域
に
下
水
道
が
普
及
し
て
い
な

い
中
流
域
に
お
い
て
、
他
の
地
点
と
比

べ
総
じ
て
Ｂ
Ｏ
Ｄ
の
値
が
高
い
こ
と
が

共
通
す
る
特
徴
と
い
え
ま
す
。

　

市
内
の
主
要
幹
線
道
路
交
差
点
等
に

お
け
る
環
境
大
気
質
調
査
を
年
に
１

回
、
冬
期
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
自
動
車
等
の
移
動
発

生
源
に
よ
る
大
気
汚
染
状
況
を
把
握

し
、
基
礎
資
料
と
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

　

２
０
０
２
年
度
は
、　

年　

月　

〜

'０２

１２

１０

　

日
の　

時
間
、
実
施
し
ま
し
た
。

１１

２４

　

二
酸
化
窒
素
に
つ
い
て
、
１
測
定
地

点
（
小
田
急
線
町
田
駅
前
）
で
環
境
基

準
（
０
・　
　

）
を
超
過
し
た
値
（
０

０６
ppm

・
０
６
４　

）
が
観
測
さ
れ
ま
し
た
。

ppm

　

ベ
ン
ゼ
ン
に
つ
い
て
、
大
戸
交
差
点

付
近
を
除
い
た
９
測
定
地
点
で
環
境
基

準
（
０
・
０
０
３　

）
を
超
過
し
た
値

ppm

（
０
・
０
０
３
４　

〜
０
・
０
０
６
２

ppm

　

）
が
観
測
さ
れ
ま
し
た
。

ppm
　

そ
の
他
の
環
境
基
準
項
目
（
一
酸
化

炭
素
、
浮
遊
粒
子
状
物
質
、
二
酸
化

硫
黄
、
ト
リ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
、
テ
ト

ラ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
）
で
は
環
境
基
準

を
超
過
し
た
値
は
観
測
さ
れ
ま
せ
ん
で

し
た
。

□問
 

環
境
保
全
課
11
７
２
４
・
２
７
１
１

２
０
０
２
年
度

　

河
川
・
大
気
質
調
査
結
果
が
ま
と
ま
り
ま
し
た

を
目
指
し
て
恩
廻
公
園
の
地
下
に
調
節

池
を
作
り
ま
し
た
。
こ
の
調
節
池
に

は
、
約　

万
�
の
水
を
溜
め
る
こ
と
が

１１

で
き
ま
す
。

○
日
時　

６
月　

日
（
日
）
午
前
９
時

１５

　

分
〜
午
後
３
時

４０○
場
所　

恩
廻
公
園
調
節
池
（
一
部
三

輪
町
）

○
内
容　

消
防
音
楽
隊
・
和
太
鼓
演
奏

・
模
擬
店
・
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
ゲ

ー
ト
ボ
ー
ル
・
ト
ン
ネ
ル
見
学
会

○
交
通　

小
田
急
線
「
柿
生
」
駅
北
口

４
番
乗
り
場
よ
り
、
柿　

系
統
、
市
が

２３

尾
駅
行
き
・
柿　

系
統
、
鴨
志
田
団
地

２５

行
き
・
柿　

系
統
、
桐
蔭
学
園
行
き
、

２２
3ｍ

記
念
式
典
と
イ
ベ
ン
ト

BOD（mg/l）pH調　査　地　点
８以下６．０～８．５境川環境基準値
０．５７．１風戸橋
２．２７．６二国橋
４．４７．４稲荷橋
５．１７．６坂本橋
５．１７．６高橋
３．７７．３根岸橋
２．７７．７檜橋
２．４７．７境橋
２．３７．４鶴間橋
２．４７．６鶴間一号橋
５以下６．５～８．５恩田川環境基準値
１．８７．４稲荷坂橋
０．９７．７三蔵寺橋
１．０８．７都橋
８以下６．０～８．５鶴見川環境基準値
１．４７．７桜橋
１．６７．６猪の堰
２．６７．７鶴見橋
２．５７．８袋橋
２．７７．８下川戸橋
２．４７．８岡上橋
２．０７．５四ツ木橋

２００２年度大気質調査結果（表２）

※車道等の通常生活していない場所については環境基準が適用されないため、比較参考とします。

テトラクロロエチレン
（mg/m3）

トリクロロエチレン
（mg/m3）

ベンゼン
（mg/m3）

二酸化硫黄
（ppm）

浮遊粒子状物質
（mg/m3）

一酸化炭素
（ppm）

二酸化窒素
（ppm）測　定　項　目

適否２４時間値適否２４時間値適否２４時間値適否１時間値
の最高値

１　日
平均値適否１時間値

の最高値
１　日
平均値適否８時間値

の最高値
１　日
平均値適否１　日

平均値測　定　地　点

○０．０００１○０．０００５○０．００２４---○０．０５９０．０３１○１．００．８○０．０２９大戸交差点

○０．０００４○０．００１６×０．００３４---○０．０６５０．０２８○１．３１．１○０．０３１小山交差点（小山駐在所）

○０．００２１○０．００１８×０．００４８---○０．０８００．０４５○２．１１．５○０．０４０根岸交差点

○０．０００５○０．００１２×０．００３７---○０．１０２０．０５７○２．０１．４○０．０３０多摩丘陵病院バス停

○０．０００７○０．００１９×０．００４１---○０．１０３０．０４６○１．７１．３○０．０３４袋橋交差点

○０．０００５○０．００１３×０．００５５---○０．１３００．０６８○３．５２．１○０．０４４鶴川駅東口交差点

○０．０００５○０．００１３×０．００６２---○０．１１２０．０５６○３．２２．１○０．０３７今井谷戸交差点

○０．００８３○０．００１３×０．００３８---○０．０６４０．０３ ○２．１１．４×０．０６４小田急線町田駅前（西口）

○０．００１０○０．００１５×０．００６２---○０．０９１０．０５ ○２．７１．８○０．０４２成瀬センター前交差点

○０．０００７○０．００１７×０．００４４○０．００６０．００４○０．１０５０．０６６○２．８１．８○０．０５６国道２４６号大和バイパス

-０．２以下-０．２以下-０．００３以下-０．１以下０．０４以下-０．２０以下０．１０以下-２０以下１０以下-０．０６以下環　境　基　準

【
調
査
の
目
的
・
概
要
】

【
調
査
結
果
】（
表
１
）

【
調
査
の
目
的
・
概
要
】

【
調
査
結
果
】（
表
２
）

大

気

質

調

査

結

果

河

川

調

査

結

果

ヒ
メ
ジ
ョ
オ
ン（
平
成　

年
５
月　

日
撮
影
）

１５

２５

ハ
ル
の
葉
は
、
茎

に
接
す
る
部
分
が

耳
た
ぶ
状
で
、
茎

を
包
む
が
、
ヒ
メ

は
細
い
葉
柄
が
茎

と
接
す
る
。

　

三
つ
目
は
、
茎

の
中
が
違
う
。
中

を
見
る
た
め
に
茎

を
折
る
と
、
ハ
ル

　

草
の
葉
を

　
　

落
ち
る
よ
り
飛
ぶ
蛍
か
な

（
芭
蕉
）

〈
南
大
谷
・
長
島
靖
彦
〉

ョ
オ
ン
（
ヒ
メ
）
に
、
と
て
も
良
く

似
た
ハ
ル
ジ
オ
ン
（
ハ
ル
）
だ
。
こ

の
二
つ
は
慣
れ
な
い
と
、
区
別
す
る

の
は
難
し
い
が
、
そ
の
違
い
を
知
る

こ
と
は
、
自
然
観
察
の
楽
し
み
の
一

つ
だ
。

　

い
く
つ
か
違
い
を
挙
げ
る
と
、
ま

ず
、
蕾
の
つ
き
方
が
違
う
。
ハ
ル
の

若
い
蕾
は
、
下
向
き
に
ダ
ラ
リ
と
垂

れ
て
い
る
が
、
ヒ
メ
は
上
向
き
に
シ

ャ
ン
と
し
て
い
る
。

　

つ
ぎ
に
、
葉
の
つ
き
方
が
違
う
。

　

野
っ
ぱ
ら
の
主
役
は
、
季
節
と
共

に
変
わ
る
。
梅
雨
時
は
も
っ
ぱ
ら
ヒ

メ
ジ
ョ
オ
ン
が
そ
の
座
を
占
め
る
。

盛
夏
の
頃
は
、
オ
オ
ア
レ
チ
ノ
ギ
ク

や
ヒ
メ
ム
カ
シ
ヨ
モ
ギ
が
主
役
と
な

り
、
道
端
や
空
き
地
な
ど
の
野
っ
ぱ

ら
に
生
え
る
植
物
は
、
ほ
と
ん
ど
が

帰
化
植
物
だ
。

　

と
こ
ろ
で
、
１
か
月
前
の
５
月
は

ど
ん
な
植
物
が
主
役
だ
っ
た
ろ
う

か
。
答
え
は
ち
ょ
う
ど
今
、
白
い
花

を
た
く
さ
ん
咲
か
せ
て
い
る
ヒ
メ
ジ


